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《一言アピール》
地域高齢者の健康寿命の延伸を目指した地域ケアシステムの構築、および高齢者や災害時要援護者を対象とし
た災害対策活動をテーマに、地域活動や研究に取り組んでいます。また、ストレスによる生体への影響を精神
神経免疫学的側面から捉え、ストレスへの自他による対処方略の有効性に関する研究に取り組んでいます。

地域高齢者の健康寿命延伸を目指した地域ケアシステム構築、地域高齢者を対象とした下肢筋力効果運動
による介入効果の検証

本研究では、高齢者を対象に、下肢筋力強化を目的とした運動プログラムを利用し、介入プログラムへの継
続意欲に関連する要因を練りこんだ、地域住民・地域医療・地域保健・地域研究機関の連携に基づく地域ケ
アシステムの構築とその効果を心理・生物・行動学的に検証し、モデル化することを目指す。

地域高齢者の防災対策を基盤とした地域防災力強化のためのシステム構築

大規模地震が予測される三重県南部地域では、高齢化も進展しており、災害発生時から避難所生活環境下に
おける高齢者の被災レベルは計り知れない。そのため、地域の特性に応じた地域防災力の強化においては、
災害に伴い生じる問題を最小限に抑えるために、日頃からの健康維持増進・介護予防を組み込んだ、複合的
な対策を考える必要がある。本研究では、高齢者を対象とした防災対策に焦点を定め、防災対策の一環とし
て健康維持増進・介護予防を位置づけた上で、地域の特徴とニーズに応じた継続可能な地域防災システムの
構築を目指す。

ストレスの精神神経免疫学的研究

本研究は、急性ストレスおよび慢性ストレス下における心身相関のメカニズムを生物学的指標から明らかに
しようとするものである。特に、ストレスが自らによりコントロールできるか否かの要因が、自律神経系、
内分泌系、免疫系の反応にどのような影響を及ぼすかを検討することで、ストレスへの適応的対処に基づく
健康増進への示唆を得ようとする。
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医学部・医学系研究科・附属病院　看護学科　地域看護学講座

教授 磯和 勅子 (いそわ ときこ)

災害時要援護者対策支援および介護予防活動の検討(2011～)

応用分野

医療・福祉分 災害看護学

社会活動

三重県看護教員養成講習会(2011,2012)

セミナー等講師

臨床看護研究に関する研究セミナー(2012)

論文

精神神経内分泌免疫学研究会

☆詳細は、HPをご覧ください。
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磯和勅子（2007.12）地域住民の健康寿命延伸に向けた運動推進策　地域高齢者における日常生活活動量
および下肢筋力強化運動の効果　三重県志摩市における取組、トレーニング科学、19（4）、339-344.

(ほか、2枚目以降につづく)
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論文（つづき）

磯和勅子(2004)看護師の職務ストレッサー、バーンアウトおよび身体的健康問題の関連：質問紙および免
疫指標からの検討、行動医学研究、10(1)、25-33．

学会

日本循環器心身医学会評議員 日本行動医学会評議員
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ストレスのコントロール可能性が生体に及ぼす影響

（精神神経免疫学） 

ストレス下における心身相関 
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防災対策に関する演習（救急法） 防災対策の一環として下肢の筋力

強化を目指した運動を実施 


